
 

 

 

プレスリリース 
 

平成２０年 ５月２７日 

内    閣    府 

政策統括官（科学技術政策・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ担当）  

 

Ｇ８科学技術大臣会合の議題及び議論の方向性について 

 

 

  

 本年６月１５日に沖縄県名護市で開催するＧ８科学技術大臣会合では、別紙の通り、   

３つの議題について議論を行うことを予定しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 標記の件について、以下の通り、お知らせします。 

（問い合わせ先） 

内閣府政策統括官（科学技術政策・イノベーション担当）付 

国際政策担当 板倉、江口、古田 

       電話：０３－３５８１－８９３９（直通） 

          ０３－５２５３－２１１１（内線４４５３４） 

      ＦＡＸ：０３－３５８１－８６５３ 

総合科学技術会議に関するＨＰアドレスはこちら 
http://www8.cao.go.jp/cstp/index.html 



 

(別紙) 

 

Ｇ８科学技術大臣会合の議題及び議論の方向性について 

 

 

議題1 地球規模課題の解決に向けた国際協力による取組み（低炭素社会の実現に    

向けた研究開発） 

・ エネルギー関連技術を中心に、バイオ燃料等を例に、研究開発のあり方

や社会経済上の影響について議論する。 

 

議題2 アフリカ等の開発途上国との科学技術協力     

・ 開発途上国のニーズを踏まえた人材開発の推進、水、食料、エネルギー

の持続可能な供給、感染症対策、生物多様性等の分野における途上国と

の科学技術協力のあり方について議論する。 

 

議題3 研究開発のリソースに関する協力（大規模研究施設、人材の国際流動化） 

・ 研究開発リソースの国際共用を促進するため、各国の大規模研究施設の

相互利用や情報交換を促進するための方策等について議論する。 

 


